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 コロナ対策３年目の春です。昨年度末はオミクロン株が大流行しました。今年は、これまでの経

験をもとにして、コロナ感染症の流行にできるだけ左右されない教育活動を、見通しをもって計画

することが大切だと感じています。 

甚目寺西小学校においても、昨年と変わらず柱は２本。「基本的な感染対策の徹底」「職員の危機

意識の共有」です。特にメンバーの大きく入れ替わった今年度です。もう一度意識を高め、情報を

共有し、声を掛け合いながら、子どもたちと私たち自身を守っていきましょう。 

 〇 登校したら 

・ 児童は「健康観察表」（黄色）をすぐに提出する。朝の会の健康観察と合わせて児童の様

子を見る。 

〇 放課・登下校・体育の授業も含め、マスクは基本的に常時着用。（暑い日を除く） 

・ 体育では、集合時やゲーム中の距離を広くとる。教師もマスクを外さず、電子ホイッス

ルを使用。体育の前後に手洗い・消毒をすることで、用具の使用は可。体育館使用の際に

は、鍵と一緒に「体育館用の消毒液」を持っていく。 

・ 運動などで息苦しさを感じるときは、無理せずマスクを外す。外している間はしゃべら

ない。 

・ 体育館での、学年体育・学年集会など２クラス以上が集まる活動も可。ただし、全員が

一斉に激しい運動を行うなど、感染リスクが高いと思われる活動は避ける。 

・ 放課の外遊びも体育の授業に準じる。用具の使用や貸し出しは続ける。 

・ 水筒は喉の乾燥を防ぐために机の横にかけさせ、まめに水分をとるよう促す。水筒置き

場で密を作らない。 

 〇 授業について 

・ グループ活動は距離と時間に注意して行う。基本の机隊形は、全員前向き。 

・ 教室では合唱・リコーダー練習を行わない。音楽室や広い場所・屋外での合唱・リコー

ダー練習は可。（布はこれまでのように被せる） 

  ・ 鍵盤ハーモニカは昨年に引き続き使用を見合わせ、木琴やエレクトーン等の鍵盤楽器

（あるいはタブレット）で行う。※購入もしていない。 

 〇 給食・歯磨き・清掃・トイレ使用 

・ 「いただきます」の後、外したマスクを巾着袋に入れ、食べ終わったら速やかに装着。 

・ 給食の増減は「いただきます」の前に済ませる。（食べている児童がいるときに、ジャン

ケンなどの声を出す動きは控える） 

  ・ 直接食器に触れる当番は、両手に手袋をつける。並ぶときは距離をあける。 

基本は「換気」「密ダメ」「手洗い・消毒」しつこく声かけ、言葉かけ 



・ 歯磨きはまだ行わない。保護者の要望には個別対応。（歯科矯正など） 

  ・ 清掃時、児童机は動かさない。消毒係２名が机の「消毒」「拭き上げ」を行っている。 

  ・ トイレ掃除のシートによる消毒は継続する。 

 〇 体調不良児童への対応 

  ・ 体調不良の児童は、感染拡大を防ぐために保健室では待たせない。相談室か職員室後方

を使用。 

○ 一斉下校について 

  ・ 昇降口の混雑を防ぐため、放送下校を基本とし、グループごとに下校する。Ｒ４は児童

クラブ（第１グループ）の順番を最後にし、引率により職員が手薄になるのを防ぐ。 

〇 放課後の校庭開放スタート 

  ・ 「マスク着用」「手洗い・消毒」「慣例だった挨拶の中止」など、新たなルールを児童に

伝えた上で開放を行う。（※時期や方法は生徒指導担当により後日提案。） 

  

〇 式や集会について 

  ・ 始業式等は運動場で実施し、雨天時は放送により行う。全校が集まる場所として、まだ

体育館は使用しない。 

 

○ 加湿タオルの使用は３月末までとして、一旦終了。 

○ 下校後の消毒作業は一旦終了。 

〇 その日に教室で出たゴミ（ティッシュなど）は白いビニール袋にまとめ、下校後に担任が

１階資料室の燃えるゴミ袋に入れる。 

○ トイレ掃除で出たゴミも１日分を白いビニール袋にまとめてしばる。掃除の際にトイレ掃

除の児童（高学年の方）が教室から袋を持っていき、掃除のゴミを入れ、しばってから大き

なごみ箱に捨てるように指導する。 


